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特別養護老人ホームで働くミャンマー出身の
技能実習生のお二人と、指導担当の介護課長
の鈴木さん。最新技術も活用し、質の高い介
護の提供に取り組んでいます。
（撮影場所：さくらホーム天童）

介護の未来を支える人材の確保に向けて

雪害事故から身を守るために

令和５年度の決算がまとまりました

※撮影時のみマスクをはずしています。
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県民のあゆみ 1 月号 16

山形にある国
こく
内
ない
最
さい
大
だい
級
きゅう
の鉛筆工場。

高
こう
品
ひん
質
しつ
な鉛筆を生

せい
産
さん
し、全

ぜん
国
こく
へと届

とど
けています。

お気
き

に入
い

りのキャラクターも鉛筆に！ 熟
じゅく

練
れん

の技
わざ

と感
かん

覚
かく

で最
さい

終
しゅう

確認！

接着剤
ざい

を使
つか

い、２枚の板で芯を接着!

転
てん
写
しゃ
シートを使

つか
って、白

はく
色
しょく
の鉛筆にイラス

トを転写。1本1本に機械で素
す
早
ばや
く転写さ

れます。

鉛筆を最
さい
後
ご
に検査するのは「ライン保

ほ
証
しょう

検査員」。専
せん
門
もん
のスタッフが、品

ひん
質
しつ
管
かん
理
り
の

重
じゅう
要
よう
な役
やく
割
わり
を担
にな
っています。

三
みつ

菱
びし

鉛
えん

筆
ぴつ

の山
やま

形
がた

工
こう

場
じょう

 前
ぜん

編
ぺん

身
み
近
ぢか
にある鉛筆は、どうやって作

つく
られているの？

文
ぶん
房
ぼう
具
ぐ
店
てん
でよく見

み
かける三菱鉛筆の鉛筆は、実

じつ
はすべ

て、山形県
けん
内
ない
にある工場で作られています。色

いろ
鉛筆を含

ふく

めた生産本
ほん
数
すう
は、国内第

だい
１位

い
です。鉛筆を作る工場では、

さまざまな機
き
械
かい
を使
つか
って多

おお
くの作

さ
業
ぎょう
が自

じ
動
どう
化
か
さ

れています。鉛筆は、黒
こく
鉛
えん
と粘
ねん
土
ど
から作られる

芯
しん
と、主

おも
に「インセンスシダー（ヒノキ科

か
）」とい

う名
な
前
まえ
の木

き
を加

か
工
こう
した木

もく
目
め
が真

ま
っすぐな板

いた
か

ら作られます。板に９本のみぞをつけて、芯を
乗
の
せ、もう１枚

まい
の板で挟

はさ
んで接

せっ
着
ちゃく
した後

あと
、削
けず
っ

て1本
ぽん
１本を切

き
り離
はな
します。次

つぎ
に、鉛筆を湿

しっ
気
け
から守

まも
り、

触
さわ
り心
ごこ
地
ち
を良

よ
くするために、鉛筆の表

ひょう
面
めん
に塗

と
料
りょう
を7回

かい
以
い

上
じょう
塗
ぬ
り重
かさ
ねます。その後

ご
、鉛筆の両

りょう
端
はし
を削ってきれいに

整
ととの
え、文

も
字
じ
の刻

こく
印
いん
や装
そう
飾
しょく
をつけて、鉛筆のできあがりで

す。完
かん
成
せい
した鉛筆は、検

けん
査
さ
員
いん
が見

み
たり、触ったりして、塗

と

装
そう
の傷

きず
、曲
ま
がりなどがないかを確

かく
認
にん
します。厳

きび
しい検査

に合
ごう
格
かく
した鉛筆だけが、山形から日

に
本
ほん
全国へはもちろ

ん、海
かい
外
がい
へも出

しゅ
荷
っか
されます。

一
いち

度
ど

に9本の鉛筆が切り出
だ

されます


